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恐怖心に駆られるテレビの赤バー 2人のジャーナリストが激白

対象地域二転三転で混乱した住民
北朝鮮の弾道ミサイル発射により４日、５年ぶりに全国瞬時警報

システム（Ｊアラート）が発令された。北朝鮮のミサイル発射は、今年
だけで今回を含め２１回目。いわば「ミサイル発射慣れ」もあった中
でのＪアラートだった。
あらためてこの警報はどう出されるのか、どう受け止めればいい

のか、実効性はあるのか日本政府の狙いはどこにあるのか、2人の
ジャーナリストが問題提起した。「何発も発射されたら日本は迎撃で
きない。今は外交努力をいかに頑張るかなのに、政府内の会議で
は国防の意見ばかりだ。ウクライナでは、ロシア軍が原発を攻撃し
ており、安全保障上のリスクが顕在化している。日本国内には廃炉
や未稼働施設も含め計６０基の原発がある。今回のミサイル発射で
は政府が全国瞬時警報システム（Ｊアラート）で国民に避難を呼び
掛けたのは、日本上空を通過する２分前。国民の避難も難しい状況
だ。
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◆東海林智(毎日新聞記者) Jアラートの都合良さ
自民党・岸田政権に都合が悪い国会が開かれた二日目にこれだ。テレビは赤バーを映し

出し、仰々しい移行。また、ぞろ防衛費だ北の脅威だ、日米同盟だとがなり立て、統一教会
問題、国葬問題、インフレ対策などは霞んでゆくのだね。でも、この時の議論で、政権の外
交の内実や質が問われることはまったくない。「地球的視野で交」とか言って何年も政権を
担い、あるいはその政権で外相を担った今の官邸の主が、こんな状況を作り出したんだろ
う。

◆半田滋(東京新聞元記者・ジャーナリスト) 岸田政権に追い風
北朝鮮が東北地方を飛び越えるルートで弾道ミサ

イルを試射した。米軍基地が集中するグアム島を射程
に収める射程５０００㌔程度の「火星１２」を使って９月
下旬に行われた米韓共同演習に対抗すると同時にミ
サイル精度を高める一石二鳥の狙いとみられる。
旧統一教会や国葬問題で内閣支持率がガタ減りす

る岸田政権にとっては「追い風」といえる。対外的な危
機は国内の団結を促し、ひいては支持率上昇につな
がるからだ。予想した通り、浜田靖一防衛相は、国民
の不安な気持ちに便乗する形で「反撃能力の保有を
含め、防衛力を抜本的に強化する」と訴え始めた。ロ
シアによるウクライナ侵攻を利用して「敵基地攻撃能
力の保有」や「防衛費のＧＤＰ２％増」を訴えたのと同じ
流れである。

米国の餌食にならない「強力な抑止力」
北朝鮮のミサイルが日本を飛び越えたのは今回で

５回目だ。北朝鮮が核・ミサイル開発を急ぐのは、米国
の核戦力に対抗する抑止力とする狙いであることは、
朝鮮労働党機関紙「労働新聞」を通じて北朝鮮が何度
も明らかにしている。米国の餌食になったイラクやリビ
アの二の舞にならないための「強力な抑止力」としての核・ミサイル開発であり、同時に米国
との交渉材料とすることで和平条約の呼び水としたい思惑がある。

はっきり言って、
日本など金正恩総書記の眼中にない
日本の防衛省が警戒するのは長射程ミサイ

ルの開発は、日本を射程に入れるミサイルの
精度を高めることにつながるためであり、今回
のミサイル試射そのものが脅威だからではな
い。はっきり言って、日本など金正恩総書記の
眼中にはない。日本政府の言う「北京の大使
館ルートを通じた北朝鮮への抗議」とはファク
スを一方的に送付するだけであることは公然
の秘密だ。政府による大騒ぎは国内向けであ
ることを理解しなければならない。


